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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
断熱モードＳＦＱ回路の構成によって、ＳＦＱ回路の低消費電力化を実現する研究である。既にシミ

ュレーションと実証実験により従来のＳＦＱ回路より２～３桁の消費電力低減化が可能となる見通しを

得ており、研究は当初の計画どおり順調である。 
回路の消費エネルギーの実験的評価と同時に、基本ゲートおよび演算回路の正常動作、及びオンチッ

プ交流電源による高速での正常動作の確認を行っている。また、想定外の知見として、シミュレーショ

ンにより熱力学的演算の最小エネルギーを下回るビットエネルギーでの演算の可能性を見いだしてい

る。 
当初の目標である低消費電力および演算速度の達成のみならず、大規模集積化において予想されるバ

ラツキと信頼性の問題への対策を念頭に置きつつ、各基盤技術を開発することが望まれる。 


